
「デジタル敗戦」からの巻き返し 

社会課題解決を主軸に大胆な投資を 
コロナ禍で日本のデジタル化の遅れが顕在化する中、政府は「デジタル敗戦」からの巻き返しを図るべく、

社会課題解決を主軸に置いた集中投資を打ち出しています。また、今後のデジタル社会の基盤となる次世

代の分散型インターネット「Ｗｅｂ3.0」に注目です。             電機連合 総合産業・社会政策部門 

電機連合＠見える化通信 Vol.１２６（２０２２.５） 「見える化通信」では、難しそうで見えづらい政策課題の中身を月に一回紹介します。

「
デ
ジ
タ
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戦
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因
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投
資
不
足 

社
会
課
題
解
決
を
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
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大
胆
な
投
資
支
援
で
巻
き
返
し
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「W
e
b3

.0

」
に
注
目 

 
  

最
新
の
「
２
０
２
１
年
世
界
デ
ジ
タ
ル
競
争

力
ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
日
本
の
順
位
は
64
ヵ
国
中

28
位
で
、
過
去
最
低
を
更
新
し
ま
し
た
。
Ｇ
７

の
中
で
は
下
か
ら
２
番
目
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地

域
で
は
14
ヵ
国
中
９
位
と
低
位
に
あ
り
ま
す
。 

総
務
省
が
ま
と
め
た
情
報
通
信
政
策

＊
１

で
は
、

「
デ
ジ
タ
ル
敗
戦
」
の
要
因
と
し
て
、
①
収
益
性

の
高
い
上
位
レ
イ
ヤ
ー
を
海
外
事
業
者
勢
に
押

え
ら
れ
た
、
②
投
資
負
担
を
支
え
る
市
場
シ
ェ

ア
や
事
業
規
模
を
維
持
で
き
な
か
っ
た
、
③
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
で
後
手
に
ま
わ
っ
た
、
④
情

報
化
投
資
の
不
足
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

総
じ
て
投
資
不
足
が
主
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

＊
１ 

総
務
省
「
２
０
３
０
年
頃
を
見
据
え
た
情
報
通
信
政
策
の
在

り
方
」
。
案
が
ま
と
ま
り
、
５
月
現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
募
集
中
。 

   

そ
こ
で
、
同
政
策
は
取
組
の
方
向
性
と
し
て

投
資
の
拡
大
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
単
な
る
量

の
拡
大
で
は
な
い
、
質
の
転
換
や
絞
り
込
み
の

重
要
性
を
訴
え

て
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
①
費
用
削

減
な
ど
の
「
守
り

の
投
資
」
か
ら
新

技
術
の
実
装
、
人

材
育
成
な
ど
の

「
攻
め
の
投
資
」

へ
の
転
換
、
②
日

本
の
強
み
・
弱
み

の
分
析
を
踏
ま

え
た
投
資
対
象

の
絞
り
込
み
と

ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
と
な
り
得
る
新
技
術
の

開
発
導
入
、
な
ど
で
す
（
図
表
１
は
重
点
事
項
）
。 

ま
た
、
経
済
産
業
省
で
は
「
経
済
産
業
政
策
の

新
機
軸
」
を
掲
げ
て
議
論
を
進
め
て
お
り
、
５
月

末
に
中
間
整
理
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
成
長
分

野
へ
の
投
資
や
人
的
資
本
投
資
を
進
め
る
大
胆

な
政
策
が
必
要
だ
と
し
て
、
大
規
模
・
長
期
・
計

画
的
な
支
援
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
分

野
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
分
野

で
は
２
０
３
０
年
に
官
民
あ
わ
せ
て
半
導
体
へ

３
兆
円
、
蓄
電
池
へ
０
・
６
兆
円
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
へ
０
・
５
兆
円
の
投
資
を
実
現
す
る
と
し

て
い
ま
す
。 

   

特
定
の
産
業
や
分
野
へ
の
財
政
支
援
に
は
批

判
の
声
も
あ
が
っ
て
お
り
、
国
民
の
理
解
を
得

る
た
め
に
も
、
政
府
が
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確

に
描
き
丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
両
省
の
政
策
に
共
通
す
る
目
的
は
「
社

会
課
題
の
解
決
」
で
す
。
総
務
省
が
掲
げ
る
の
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
最
大
限
活
用
し
た
、
経
済
発
展
と
社

会
的
課
題
の
解
決
を
両
立
す
る
人
間
中
心
の
社

会
（S

o
c
ie

ty 5
.0

）
の
実
現
で
す
。
経
済
産
業

省
は
、
国
や
世
界
で
解
決
す
べ
き
経
済
社
会
課

題
に
つ
い
て
官
民
で
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
・
目

標
や
戦
略
を
共
有
し
て
取
り
組
む
「
ミ
ッ
シ
ョ

ン
志
向
の
産
業
政
策
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

社
会
課
題
の
解
決
の
た
め
に
投
資
が
必
要
と

い
う
共
通
認
識
を
国
民
の
間
で
醸
成
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。 

   

そ
し
て
、
社
会
課
題
解
決
の
新
技
術
と
し
て
、

両
省
と
も
に
注
目
す
る
の
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ

ー
ン
技
術
を
基
盤
と
し
た
次
世
代
の
分
散
型
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
「W

e
b

3
.0

」
＊
２

で
す
（
図
表

２
）
。
特
に
、
Ｎ
Ｆ
Ｔ

＊
３

は
改
ざ
ん
が
困
難
で
取

引
の
真
正
性
を

証
明
で
き
る
こ

と
か
ら
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
会

員
証
明
や
報
酬
、

決
済
手
段
と
し

て
利
用
す
る
こ

と
で
、
社
会
課

題
解
決
や
地
方

活
性
化
の
新
ツ

ー
ル
と
な
る
可

能
性
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｇ
Ａ
Ｆ

Ａ
Ｍ
中
心
の
デ

ジ
タ
ル
経
済
の

構
造
を
根
底
か

ら
覆
す
技
術
革

新
と
し
て
も
注

目
で
す
。 

こ
れ
か
ら
の

デ
ジ
タ
ル
社
会

の
基
盤
と
し
て

注
目
を
集
め
る

コ
ン
セ
プ
ト
で

あ
り
、
そ
の
動

向
を
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

＊
２ 

電
子
メ
ー
ル
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
中
心
の
「W

e
b

1
.0

」
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
特
徴
づ
け
ら
れ
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ

な
ど
巨
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
力
を
持
つ
「W

e
b

2
.0

」

に
続
く
、
次
世
代
の
分
散
型
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。 

＊
３ 

N
o
n

-
F
u

n
g
ib

le
 T

o
k
e
n

（
非
代
替
性
ト
ー
ク
ン
）
。
ブ
ロ

ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
上
で
発
行
さ
れ
る
唯
一
無
二
（
非
代
替
）
の

デ
ジ
タ
ル
ト
ー
ク
ン
（
証
票
）
。 

■図表１ 重点的に取り組むべき事項 

 

 
１．５Ｇの普及と高度化、海外展開 

２．ブロードバンドの拡充 

３．次世代ネットワークに向けた研究開発と実

装、国際標準化 

４．放送の将来像と放送制度の在り方の検討 

５．安心・安全なインターネット利用環境の構築 

６．コンテンツ・サービスの振興 

７．サイバー空間全体を俯瞰したサイバーセキ

ュリティの確保 

８．人的基盤の強化と利活用の促進 

■図表２ デジタル構造の変化（Ｗｅｂ3.0） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）経産省資料 


